
公益社団法人日本動物用医薬品協会

会員各位

当協会の業務運営につきましては、日頃からご支援、ご協力を頂きお礼申し上げます。

さて、標記のことについて、農林水産省消費

らせします。

動物用生物学的製剤基準の一部改正について(通知)

動薬協会発 249号

平成26年3月4日

公益社団法人日本動物用医薬品協会

理事長福井邦顕

(公印省略)

安全局長より通知がありましたのでお知



公益社団法人 日本動物用医薬品協会理事長殿

動物用生物学的製剤基準の一部改正について(通知)

このことについて、別添写しのとおり各都道府県知事宛て通知したので

御了知願います。また、貴会会員に対する周知方よろしくお願いします。

25消安第5285号

平成26年2月28日

等農林水産省消費・安全局長
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動物用生物学的製剤基準の一部改正について(通知)

今般、「動物用生物学.的製剤基準」(平成14年10月3日農林水産省告示

第15 6 7号)の一部が月1俳氏のとおり改正されましたので、貴庁に備え置し.、

て縦覧原頁います。
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通則の5中「中間製品における」を削る。

一般試験法の含湿度試験法の項の 1中「相対湿度」の前に「次の方法又は血temati0皿Icoope煎tionon

H脚nonlsation ofTeC血Ical Requhements for Re邑IS廿ation ofveteri11ary Medi0血日IproduC橋のガイドライン
(GL26: Testh130「resldualmoiS加re)に定める方法により行う。」を加える。

一般試験法のマイコプラズマ否定試験法の項中賜1」に規定する場合を除き、検体等に玖の試験によ

つて検出できるマイコプラズマが存在しないことを調ベる方法である。」を「検体等にマイコプラズ

マカミ存在しなレ、とLとを調ベる次の方法又1ネ1ntematlonal cooperatlon on H如11011isation of TeC血ical

Requirem伽ts for RegiS住ation of veter血ary MediC血al productS のガイドライン(GL34: Test加底 for 血e
detectiono「mycoP1給mac0址如血ation)に定める方法により行う。」に改める。

一般試験法のホノレマリ.ン定量法の項中「方法である」を「歌の方法又は血temationalc0叩erationon

H帥n011isation ofTeclmical Requirements for RegiS辻atlon of veterhlary MediC111al productS のガイドライン

(GL25: Testmgofresldual「0如aldehyde)に定める方法により行う」に改める。
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